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◆研究概要等 
	 在日外国人に関すること、特にニューカマ

ーの子どもの教育を中心に、研究しています。	

	 1980 年代、労働力不足に悩んでいた日本の

経済界は、地球の反対側のブラジルやベルー

などで日系人（戦前・戦後に仕事を求めて海

を渡った日本人移民の子孫たち）を対象に求

人活動を展開していました｡当時、それらの地

域の経済状況は厳しく失業率も高かったた

め、多くの日系人が日本に働きに来るように

なり、彼・彼女らの子どもたちが日本の公立

学校に、日本語がわからないまま、通うよう

になりました。私が日本へ来た目的は、その

子どもたちが日本の学校でどのように受け入

れられ、日本語を習得していくのかを研究す

ることでした。フィールドワークで学校現場

に入ってみると、日本に来るまでは問題なく

勉強ができていた子どもたちが、馴染みがな

い言語で全教科を勉強しなければならなくな

り、しかも「日本の学校文化」に速やかに適

応することを求められ、困難に直面していま

した。学校関係者も、どう対応すればいいか

分からず、戸惑っていました。この当時の体

験から、私は、現場主義、現場に貢献する学

問研究をモットーに、言語学、第二言語習

得、社会言語学、異文化間理解教育研究に取

り組んできました。その結果、今では研究分

野は、日本の外国人政策研究や教育学、教育

社会学などを含む、在日外国人に関係する学

際的な研究領域と社会すべての構成員の社会

包摂を目指す研究活動へと広がっています。	

	

	

■研究テーマ等 
1. 外国人名に関する研究 
	 社会の多様化に伴って、従来の人名の扱い

方に様々な不都合が生じています。「郷に入

れば郷に従え」とよく言われますが、個人名

もその対象にすべきでしょうか。名前にはア

イデンティティ形成に重要な家族との繋がり

を表す民族性、親の思い、文化の伝承等多様

な情報が含まれています。学校現場で非日	

本名が消えていく現象など、人の移動に伴っ

て名前に生じる事象を研究しています。	
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2. 多文化共生社会研究 
	 グローバル化によって人の移動がさらに活

発になり、ますます社会が多様化しています。

多様な他者との関わりの中で、人はその現実

にどう向き合っていけばよいのでしょうか。

この分野では特に、現場から出発して、研究対

象となった人たちが置かれた状況の改善につ

ながる、社会的インパクトを与えうる研究実

践を目指してきました。たとえば、国立民族博

物館の「多みんぞくニホン」展で在日ブラジル

人コーナーの企画・設営を担当したときは、日

本人とブラジル人の相互理解を深める展示を

目指しました。その他、様々な自治体の外国人

代表者会議や外国籍市民施策懇話会などの委

員を務め、政策提言などを行ってきました。教

員、行政関係者、研究者、保護者そして若者・

子どもたちが出会い、交流し、意見や情報を交

換する場とするためにブラジル日本教育フォ

ーラムを立ち上げ、実行委員会代表を務めて

います。	

	 また、ブラジル連邦共和国外務省の「在外

ブラジル人代表者暫定委員会」の委員を務

め、ブラジル外務省主催の在日ブラジル人の

20周年を記念するイベントで在日ブラジル人

研究者代表の一人として講演したほか、教育
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研修や人権研修会の講師も多数務めてきまし

た。	

	 文部科学省委託研究や、文部科学省国際課

の外国人の子どもの教育環境に関する調査も

担当しました。	

	

3. ニューカマー、在日ブラジル人の教
育、ブラジル学校などに関する研究 

	 日本の公立学校に通う子どもたちへの母語

（継承語）教育、学習支援などのアクションリ

サーチを実践しています。また、日本各地に存

在するブラジル学校の現状と課題も研究して

きました。ブラジル学校の研究については、地

方自治体の担当者や関係者、ブラジル学校へ

の支援の実績があり各校の状況に詳しいＮＰ

Ｏ、行政書士、弁護士等を含む研究班（実行委

員）を構成しての共同研究も行ってきました。	
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▲趣味等 
	 茶道、幅広くお茶に関すること、スパイ

ス・ハーブに興味があり、旅行、陶器類も好

きである。	

 
◆ゼミの宣伝等 
	 ゼミでは、フィールドワークは必ずし、社会

的包摂を目指すために様々なディスカッショ

ンをし、たくさんの楽しい出会いと対話する

ゼミ旅行を実施していきたい。（実績：沖縄、

愛知、東京など）	
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